
　　　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　３２　）

・　電気保安技術者、

付属資料・目次

特１特記仕様書（抜粋）

Ⅰ 工 事 概 要

　　１．工事場所

特　　記　　事　　項項　目章

1 ・　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　・　風圧力

　　　　地表面粗度区分（ ・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ）

　・　積雪荷重

・　適用区分

　　　　風速（Vo=　３２　m/s）各
章
共
通
事
項

　　工事用電力設備の

　　保安責任者

この工事現場に下記いずれかの資格を有する電気保安技術者を選任する。

項　目　名
電気保安
技術者

1　　第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

2　　１級電気工事施工管理技士の資格を有する者

5　　公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試験に合格した者

6　　第１種電気工事士の資格を有する者

7　　２級電気工事施工管理技士の資格を有する者

8　　第２種電気工事士以上の資格を有する者

3　　高等学校又はこれらと同等以上の教育施設において、電気事業法の規

　　 定に基づく主任技術者の資格等に関する省令第７条第１項各号の科目

　　 を修めて卒業した者

4　　旧電気工事技術者検定規定規則による高圧電気工事技術者の検定に合

　　 格した者

9　　短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の教育施設の電

　　 気工学以外の工学に関する学科において一般電気工学（実験を含む）

　　 に関する科目を修めて卒業した者

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・　施工条件

工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、監督職員に報告する。

(1.3.3～4)[1.3.3～4]

図面番号工事名

図面名称 縮尺 設計日

特１

(1.3.5)[1.3.5]

この工事現場では、次の施工条件による。

　　２．完成期限

特記仕様書（抜粋）

平面図

  こと。

●工事用地および工事用地周辺において適切な養生・清掃を行うこと。また、工事車両の搬出入

矩計図

立面図

　・  6 内装改修工事

　　５．指定部分　 ・無　　　・有　対象部分（　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 指定部分工期　令和　　年　　月　　日（　曜日）

　　６．概成工期　 ・無　　　・有　令和　　年　　月　　日（　曜日） (1.2.1)[1.2.1]

Ⅱ 工 事 仕 様
　　１．共通仕様

　　　　　　 いう。)

　　　　　　 様書」という。)

　　　　　機械設備工事の特記仕様書は（　　　　　）図による。

２．特記仕様

 　　１）項目は、・ 印の付いたものを適用する。

　（１）本特記仕様書の表記

 　　２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

 　　　　・ 印の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。

 　　　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

 　　３）特記事項に記載の　(　　)　内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

 　　　　特記事項に記載の ((　　)) 内表示番号は、文科仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

 　　　　特定調達物品における判断の基準（特定調達品目「公共工事」においては表１中の品目ごとの判

 　　　　断の基準）を満たすものを示す。

　　（１）国立大学法人京都大学契約事務取扱要領（平成１６年４月１日財務担当理事裁定制定）別記

　　　　　○印の付いたものを適用する。

　　　　　それぞれの工事特記仕様書を適用する。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　　　　　）図、

　　（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事は、

 　　　　特記事項に記載の　[　　]　内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

 　　　　特記事項に記載の [[　　]] 内表示番号は、文科改修仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　３．建物概要

工 種

構 造

階 数

消防法施行令別表第一の区分

改 修 面 積 （ ㎡ ）

備 考

建築面積(㎡)

延べ面積(㎡)
建築基準法による

建 物 名 称

　　４．工事種目（ ・ 印の付いたものが対象工事種目）

工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

　・  2 仮設工事

　・  3 防水改修工事

　・  4 外壁改修工事

　・  5 建具改修工事

　・  7 塗装改修工事

　・  8 耐震改修工事

　・  9 環境配慮改修工事

　・ プール改修工事

工　事　種　目

建物別及び屋外

　　　　　・ 文部科学省建築工事標準仕様書(特記基準)(建築工事編)(令和4年版)(以下「文科仕様書」と

　　　　　・ 文部科学省建築改修工事標準仕様書(特記基準)(建築工事編)(令和4年版)(以下「文科改修仕

　　　　　・ 建築物解体工事共通仕様書(令和4年版)

模様替

―

(7)

 　　４） Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成12年法律第100号）に

 　　　　基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和5年2月24日変更閣議決定）」に定める

一式

一式

一式

一式

一式

一式

ＲＣ

京都大学（南部）学内共同研究センター共同研究棟改修その他工事

京都大学（南部）学内共同研究センター共同研究棟改修その他工事

センター共同研究棟
学内共同研究

地上５階

500.84

2,123.24

2,123.24

センター共同研究棟
学内共同研究

一式

　　　　　・ 公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(令和7年版)(以下「標準仕様書」という。)

　　　　　・ 公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(令和7年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

　　　　　・ 工事写真撮影要領(令和5年9月)

現場説明付記事項・配置図

　時などに周辺道路等を汚損、破損等をした場合は速やかに対応すること。

●臭気の発生する作業は，周囲に対して影響が少ない工法を採用すること。

●穿孔工事等の騒音・振動・粉塵の発生する作業は，低騒音・低振動・低粉塵工法を採用すること。

令和７年６月

１

令和８年２月２７日（金曜日）

２～７

８～９

１０

●本工事建物周辺には、研究棟や住宅等が立地することを十分認識し、周辺への影響に配慮すると

  共に、安全にも十分に配慮すること。

●構内の行事等により作業が制限されることがあるため、監督職員と協議を行い、工程を決定する

●工事車両の通行は交通整理員を配置する等，安全対策を講ずること。

●その他建物内や敷地周囲に影響があると思われる作業については，監督職員と協議を行い進め

  ること。

●各施設への通行動線を確保するとともに安全対策を講じること。

●付近で建築中の建物と本工事建物は接続して一棟の建物とする計画のため、建築中の工事と本工事

　での取り合いについては、建築中の工事業者、監督職員と調整・協議を行い進めること。

　　　　　第１の工事請負契約基準、現場説明書、図面 　　 枚及び本特記仕様書　　　枚によるほか、

京都市左京区吉田下阿達町４６（京都大学旧京都織物跡構内）

　　　　　・ 建築工事標準詳細図(令和4年改定)(以下「標準詳細図」という。)



図面番号工事名

縮尺 設計日図面名称

A1:1/200
A3:1/400

現場説明付記事項・配置図

１

現場説明付記事項

西病棟

稲盛財団記念館

東南アジア地域研究研究所図書館
(旧京都織物本館)

共同研究棟
学内共同研究センター

運動施設管理棟

南部給水
センター

川
端
通

弓道場

部室
相撲場

京都大学（南部）学内共同研究センター共同研究棟改修その他工事

構内配置図　S=1/400

Ｇ

北大路通

白
川
通百万遍

今出川通

農学部前

西
大
路
通

千
本
通

堀
川
通

京都御所

京大正門前

丸太町通 近衛通

河
原
町
通

東
大
路
通

熊野神社前

烏
丸
通

川
端
通

鴨
川

二条駅

三条通

京阪三条駅

阪急河原町駅

四条通 京阪四条駅地下鉄烏丸線
Ｊ
Ｒ
山
陰
線

七条通

ＪＲ西日本

京都駅

京都駅八条口
近鉄京都線 至　ＪＲ奈良駅

京都大学旧京都織物跡構内

案内図 

弓道的場

Ｇ

Ｗ

Ｅ

記 号 内 容

本工事建物

養生シート張り　外部くさび式本足場

※ﾌｪﾝｽﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ設置

侵入対策を行うこと

※上記範囲外の外壁改修は高所作業
車等で行う

水道分岐位置

交通整理員（大型車両搬出入時等）

電力分岐位置

凡 例

工事用地　  1,050㎡

H=建物棟高さまで     合計＝113ｍ

合計　= 125ｍ

Ｗ

令和７年６月

Ｅ

１　工事施工上の注意事項

１） 車両通行経路は、図示の通りとし監督職員と協議の上、誘導員等を配置し、交通整理を行うこと。

工事車両は周辺道路上での違法駐車は行わないようにし、また路上に縦列待機させることも行わな

いこと。

２） 工事用地は図示の範囲とし、危険防止のため関係者以外の出入ができないようにすること。また、

ルを設置するなど安全確保に努めること。

６） 仮囲いの設置に伴い、構内通路の視認性が確保できない場合は、常夜灯及びコーナー部に透明パネ

の安全確保に努めること。

５） 大型車両による作業の場合は必要に応じて交通整理員を追加増員し、誘導・交通整理等により構内

４） 大型車両の構内通行に際し、地中埋設物、マンホール等は必要に応じ養生を行うこと。

３） 構内通行の安全及び騒音防止のため工事用車両は徐行すること。

夜間は保安灯及び赤色回転灯を設置し、安全な状態を確保すること。

２） 構内で工事に伴い、段差等の危険な状態となる箇所には、安全柵、工事中表示板（点滅灯付）を、

等を設置し、常に良好な状態に保つこと。

１） 監督職員と協議の上、構内要所に工事予告板、警戒標識板、交通規制標識板、工事表示板、案内板

　員と協議の上、承諾を受けるものとする。

　工事中の構内安全対策については、下記事項を十分留意した上、具体的な安全対策等を立案し、監督職

２　工事中の構内安全対策について

11） 敷地内及び近隣では喫煙は行わないこと。

10） 作業時間は、午前８時３０分から午後５時１５分を原則とすること。

９） 同一構内の他工事の業者と連絡調整を密に行い、安全かつ円滑な工事の実施に努めること。

８） 工事用地は、除草等常に良好な環境を保持すると共に工事完成時には原状に復帰して返還すること。

７） 支障となる地中埋設物を発見した時は、監督職員と協議の上撤去し、適正処分すること。

の取り扱いに十分注意するよう指導を行うこと。

６） 工事場所内に火災予防のため適切な数量の消火器を設置するとともに、工事関係者に対し、火気等

うこと。

５） 教職員、学生等の通行が頻繁なため、構内車両通行には徐行の徹底等、十分注意するよう指導を行

 得て工事を進めること。また、施工中の防音対策を十分に検討し行うこと。

４） 撤去工事その他で大きな音、振動等が生じる場合は、あらかじめ監督職員に日時を連絡し、承諾を

　　その他、学内の試験等による作業の中止については、監督職員と協議すること。

・令和８年２月２５日、２月２６日　（一般入試）

・令和８年１月１７日、１月１８日　（大学共通テスト）

・令和７年１２月１４日 　　（特色入試）

・令和７年１１月２０日、１１月２１日、１１月２２日、１１月２３日 　（１１月祭）

以下の日程は試験及び行事予定日のため、作業中止日として、工事の計画を立てること。

３） 学校行事・近隣地区行事を考慮して工事計画を立てること。

路及び空地への駐車は行わないこと。

工事関係車両（通勤車両を含む）は工事用地内に駐車することを原則とし、構内の駐車エリア、道 東南アジア地域研究研究所(東棟)

建築中建物 （令和７年１月～令和８年２月）

※出入口部は鎖等の鍵付き施錠の上、

工事用車両進入経路

パネルゲート  2ヶ所

仮囲い（ﾌｪﾝｽﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ H=1.8m）



A1 1/100
A3 1/200

業務名称

株式会社

OGASAHARA Architects & Engineers

小笠原設計
図面番号

縮尺図面名称

･ ･･

工事名称

京 都 大 学 施 設 部

課

長

京都大学(南部)総合研究棟
(学内共同研究ｾﾝﾀｰ共同研究棟)改修(建築)設計業務

京都大学(南部)学内共同研究ｾﾝﾀｰ共同研究棟
改修その他工事

1階平面図（改修前・改修後）
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面積区画線（令112条1項）

竪穴区画線（令112条11項）

防火上主要な間仕切壁(令114条2項)
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T

WB

消

+100

消B

竪樋:ｶﾗｰVPφ100を示す

工事範囲外を示す

ｻｲﾝA（案内板）

床レベルを示す
(特記なき限りFL=±0とする)

屋内消火栓

床下点検口(600×600)

(1F:2箇所)

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)

ｻｲﾝB（室名ｻｲﾝ:平付型）

ｻｲﾝC（ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ:平付型）

ｻｲﾝD（ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ:ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼）

WB:ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞﾊﾟﾈﾙ

点字ﾀｲﾙ、誘導ﾀｲﾙを示す(ｽﾃﾝﾚｽ鋲)

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

L-1

L-2

L-4

L-3

L-6

L-7

L-5

L-8

W-1

L-9

L-※

新設建具を示す

改修建具を示す

既設建具を示す

自立型間仕切壁:(片面)GB-R(ｱ)12.5+9.5
　 (片面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

水廻りPS:(片面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

(両面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

(両面)GB-R(ｱ)12.5+12.5

ﾌｶｼ壁:(片面)GB-R(ｱ)12.5+9.5

遮音壁:GW(ｱ)50+(両面)GB-S(ｱ)12.5+9.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

(片面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3
(片面)GB-R(ｱ)12.5+12.5

遮音壁:GW(ｱ)50+(片面)GB-S(ｱ)12.5+9.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3
　 (片面)GB-R(ｱ)12.5+12.5

LGS(65)下地壁新設を示す　(※特記なき限りL-1とする)

※表層仕上:GB-F、GB-R、FK→EP塗

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[存置]

撤去建具を示す

改修建具を示す

既設建具を示す

L-A

L-B

RC 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁撤去を示す

(※特記無き限り、(ｱ)120とする)

WB

BB

NB

T
竪樋:ｶﾗｰVPφ100を示す

L-C

L-D

BB:黒板(W3400×H1200)
(3F:1箇所)

NB:掲示板(W1800×H1500)
(1F:1箇所)

LGS+(片面)GB-R(ｱ)9.0[ｱ含]

LGS+(両面)GB-F(ｱ)21+21[ｱ含]

LGS+(両面)GB-F(ｱ)15+15[ｱ含]

LGS+(両面)GB-F(ｱ)9+9[ｱ含]

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

室名札

L-※
LGS下地壁撤去を示す

WB:ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(W3400×H1200)
(5F:1箇所)

[撤去]

消

消B

屋内消火栓

床下点検口(600×600)

(1F:2箇所)

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)

凡例

凡例

改修前　1階平面図

改修後　1階平面図

耐火1H壁:(両面)GB-F(ｱ)12.5+12.5

耐火1H+遮音壁:GW(ｱ)50+(片面)GB-F(ｱ)12.5+12.5
(片面)GB-F(ｱ)12.5+12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

自販機

個室
ﾌﾞｰｽ

個室
ﾌﾞｰｽ

L-8

L-3L-4
L
-
9

L-5

ﾍﾞﾝﾁ ﾍﾞﾝﾁ

[撤去]

[※別途設備工事]

[※別途設備工事]

+100
+100

+200

消B消

SD
52PS

FSD
51

FSD
52

SG
51

SG
51

SD
53

RC
TB
2

L-B消 消B

PS
SD
52

L-3L-3

▽延焼ﾗｲﾝ(3M)

給湯
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SD
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SD
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54
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54 FSD
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TB
3

LSD
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SSF
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LSD
5
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7
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7
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8

LSD
7

２

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎[撤去]
(W4400×D700×H100)

ｽﾁｰﾙ製格子ﾊﾞﾄﾝ[撤去]

L-A

L-A
L-A

L-A L-A

流し台[撤去]

SUS製手摺(H=800)[新設]

L-2

L-7

樹脂製手摺[新設]
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A1 1/100
A3 1/200

業務名称

株式会社

OGASAHARA Architects & Engineers

小笠原設計
図面番号

縮尺図面名称

･ ･･

工事名称

京 都 大 学 施 設 部

課

長

京都大学(南部)総合研究棟
(学内共同研究ｾﾝﾀｰ共同研究棟)改修(建築)設計業務

京都大学(南部)学内共同研究ｾﾝﾀｰ共同研究棟
改修その他工事

2階平面図（改修前・改修後）

防火区画ｷｰﾌﾟﾗﾝ

X0 X1 X2 X3 X5 X6 X7

Y2

Y1

Y0

Y3

面積区画線（令112条1項）

竪穴区画線（令112条11項）

防火上主要な間仕切壁(令114条2項)

X4

EV

消B

EVﾎｰﾙ

消

吹抜
階段室A
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Y2

Y1

Y0'
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WD
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TB
1
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6
WD
6

EV

EVﾎｰﾙ

吹抜
階段室A

EPS

図書事務室
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3
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202204

共同研究室
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51

L-3L-3 FSD
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E
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E
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L
-
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OA(H50)

T

T
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T

T

L-C

L-C

L-C

RC

R
C

RC

T

T

T T

T

T

L
-C

L-C

集密書庫

205

図書閲覧室

203
201

産官学連携ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ室

Y2

Y1

Y0'

Y0

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7X3' X4'

Y3

Ｎ
Ｎ

消 消B

OA(H50)

SF
1

OA(H50) OA(H100)

OA(H100)

L
-D

多目的
ﾄｲﾚ

既存移動書架(残置)

女子ﾄｲﾚ

男女共用
ﾄｲﾚ

廊下

男子ﾄｲﾚ

FSD
52

FSD
53

AG
51

AW
53

AW
54

FSD
52

FSD
53

AW
53

AW
54

SD
52

SD
52

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

T

WB

消

+100

消B

竪樋:ｶﾗｰVPφ100を示す

工事範囲外を示す

ｻｲﾝA（案内板）

床レベルを示す
(特記なき限りFL=±0とする)

屋内消火栓

床下点検口(600×600)

(1F:2箇所)

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)

ｻｲﾝB（室名ｻｲﾝ:平付型）

ｻｲﾝC（ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ:平付型）

ｻｲﾝD（ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ:ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼）

WB:ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞﾊﾟﾈﾙ

点字ﾀｲﾙ、誘導ﾀｲﾙを示す(ｽﾃﾝﾚｽ鋲)

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

L-1

L-2

L-4

L-3

L-6

L-7

L-5

L-8

W-1

L-9

L-※

新設建具を示す

改修建具を示す

既設建具を示す

自立型間仕切壁:(片面)GB-R(ｱ)12.5+9.5
 (片面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

耐火1H壁:(両面)GB-F(ｱ)12.5+12.5

水廻りPS:(片面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

(両面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

(両面)GB-R(ｱ)12.5+12.5

ﾌｶｼ壁:(片面)GB-R(ｱ)12.5+9.5

遮音壁:GW(ｱ)50+(両面)GB-S(ｱ)12.5+9.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

耐火1H+遮音壁:GW(ｱ)50+(片面)GB-F(ｱ)12.5+12.5
　　(片面)GB-F(ｱ)12.5+12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

(片面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3
(片面)GB-R(ｱ)12.5+12.5

遮音壁:GW(ｱ)50+(片面)GB-S(ｱ)12.5+9.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3
 (片面)GB-R(ｱ)12.5+12.5

LGS(65)下地壁新設を示す　(※特記なき限りL-1とする)

※表層仕上:GB-F、GB-R、FK→EP塗

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[存置]

撤去建具を示す

改修建具を示す

既設建具を示す

L-A

L-B

RC 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁撤去を示す

(※特記無き限り、(ｱ)120とする)

WB

BB

NB

T
竪樋:ｶﾗｰVPφ100を示す

L-C

L-D

BB:黒板(W3400×H1200)
(3F:1箇所)

NB:掲示板(W1800×H1500)
(1F:1箇所)

LGS+(片面)GB-R(ｱ)9.0[ｱ含]

LGS+(両面)GB-F(ｱ)21+21[ｱ含]

LGS+(両面)GB-F(ｱ)15+15[ｱ含]

LGS+(両面)GB-F(ｱ)9+9[ｱ含]

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

室名札

L-※
LGS下地壁撤去を示す

WB:ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(W3400×H1200)
(5F:1箇所)

[撤去]

[撤去]

消

消B

屋内消火栓

床下点検口(600×600)

(1F:2箇所)

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)

凡例

凡例

改修前　2階平面図

改修後　2階平面図

L-4

L
-
5

L-5

[※別途設備工事]

[※別途設備工事]

消B消

SD
52PS

TB
3

TB
5

TB
4

TB
2

L-C消 消B

PS
SD
52

L-3 L-3 L-3

L
-
6

▽
延
焼
ﾗｲ
ﾝ(
5M
)

▽
延

焼
ﾗｲﾝ(5M)

LSD
3

LSD
4

SK
LSD
5

LSD
6

LSD
7

LSD
7

LSD
9

LSD
9

LSD
10

LSD
11

LSD
10

AW
55a

AW
55a

AW
55a

AW
55a

AW
55a

AW
55a

AW
55a

AW
55a

３
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L-A
流し台[撤去]

樹脂製手摺[新設]
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A1 1/100
A3 1/200

業務名称

株式会社

OGASAHARA Architects & Engineers

小笠原設計
図面番号

縮尺図面名称

･ ･･

工事名称

京 都 大 学 施 設 部

課

長

京都大学(南部)総合研究棟
(学内共同研究ｾﾝﾀｰ共同研究棟)改修(建築)設計業務

京都大学(南部)学内共同研究ｾﾝﾀｰ共同研究棟
改修その他工事

3階平面図（改修前・改修後）

防火区画ｷｰﾌﾟﾗﾝ

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

Y2

Y1

Y0

Y3

面積区画線（令112条1項）

竪穴区画線（令112条11項）

防火上主要な間仕切壁(令114条2項)
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SUS製手摺(H1100)[新設]
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[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

T

WB

消

+100

消B

竪樋:ｶﾗｰVPφ100を示す

工事範囲外を示す

ｻｲﾝA（案内板）

床レベルを示す
(特記なき限りFL=±0とする)

屋内消火栓

床下点検口(600×600)

(1F:2箇所)

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)

ｻｲﾝB（室名ｻｲﾝ:平付型）

ｻｲﾝC（ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ:平付型）

ｻｲﾝD（ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ:ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼）

WB:ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞﾊﾟﾈﾙ

点字ﾀｲﾙ、誘導ﾀｲﾙを示す(ｽﾃﾝﾚｽ鋲)

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

L-1

L-2

L-4

L-3

L-6

L-7

L-5

L-8

W-1

L-9

L-※

新設建具を示す

改修建具を示す

既設建具を示す

自立型間仕切壁:(片面)GB-R(ｱ)12.5+9.5
 (片面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

耐火1H壁:(両面)GB-F(ｱ)12.5+12.5

水廻りPS:(片面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

(両面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

(両面)GB-R(ｱ)12.5+12.5

ﾌｶｼ壁:(片面)GB-R(ｱ)12.5+9.5

遮音壁:GW(ｱ)50+(両面)GB-S(ｱ)12.5+9.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

耐火1H+遮音壁:GW(ｱ)50+(片面)GB-F(ｱ)12.5+12.5
　　(片面)GB-F(ｱ)12.5+12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

(片面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3
(片面)GB-R(ｱ)12.5+12.5

遮音壁:GW(ｱ)50+(片面)GB-S(ｱ)12.5+9.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3
 (片面)GB-R(ｱ)12.5+12.5

LGS(65)下地壁新設を示す　(※特記なき限りL-1とする)

※表層仕上:GB-F、GB-R、FK→EP塗

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[存置]

撤去建具を示す

改修建具を示す

既設建具を示す

L-A

L-B

RC 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁撤去を示す

(※特記無き限り、(ｱ)120とする)

WB

BB

NB

T
竪樋:ｶﾗｰVPφ100を示す

L-C

L-D

BB:黒板(W3400×H1200)
(3F:1箇所)

NB:掲示板(W1800×H1500)
(1F:1箇所)

LGS+(片面)GB-R(ｱ)9.0[ｱ含]

LGS+(両面)GB-F(ｱ)21+21[ｱ含]

LGS+(両面)GB-F(ｱ)15+15[ｱ含]

LGS+(両面)GB-F(ｱ)9+9[ｱ含]

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

室名札

L-※
LGS下地壁撤去を示す

WB:ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(W3400×H1200)
(5F:1箇所)

[撤去]

[撤去]

消

消B

屋内消火栓

床下点検口(600×600)

(1F:2箇所)

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)

凡例

凡例

改修前　3階平面図

改修後　3階平面図
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[※別途設備工事]

[※別途設備工事]
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流し台[撤去]

L-AL-A L-AL-A L-AL-A L-AL-A

L-A

L-A
流し台[撤去]

L-A

樹脂製手摺[新設]

L-8

平場:高圧洗浄+屋外用防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(ｱ)2.5[新設]
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A1 1/100
A3 1/200

業務名称

株式会社

OGASAHARA Architects & Engineers

小笠原設計
図面番号

縮尺図面名称

･ ･･

工事名称

京 都 大 学 施 設 部

課

長

京都大学(南部)総合研究棟
(学内共同研究ｾﾝﾀｰ共同研究棟)改修(建築)設計業務

京都大学(南部)学内共同研究ｾﾝﾀｰ共同研究棟
改修その他工事

4階平面図（改修前・改修後）

防火区画ｷｰﾌﾟﾗﾝ

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

Y2

Y1

Y0

Y3

面積区画線（令112条1項）

竪穴区画線（令112条11項）

防火上主要な間仕切壁(令114条2項)
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[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

T

WB

消

+100

消B

竪樋:ｶﾗｰVPφ100を示す

工事範囲外を示す

ｻｲﾝA（案内板）

床レベルを示す
(特記なき限りFL=±0とする)

屋内消火栓

床下点検口(600×600)

(1F:2箇所)

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)

ｻｲﾝB（室名ｻｲﾝ:平付型）

ｻｲﾝC（ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ:平付型）

ｻｲﾝD（ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ:ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼）

WB:ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞﾊﾟﾈﾙ

点字ﾀｲﾙ、誘導ﾀｲﾙを示す(ｽﾃﾝﾚｽ鋲)

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

L-1

L-2

L-4

L-3

L-6

L-7

L-5

L-8

W-1

L-9

L-※

新設建具を示す

改修建具を示す

既設建具を示す

自立型間仕切壁:(片面)GB-R(ｱ)12.5+9.5
 (片面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

耐火1H壁:(両面)GB-F(ｱ)12.5+12.5

水廻りPS:(片面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

(両面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

(両面)GB-R(ｱ)12.5+12.5

ﾌｶｼ壁:(片面)GB-R(ｱ)12.5+9.5

遮音壁:GW(ｱ)50+(両面)GB-S(ｱ)12.5+9.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

耐火1H+遮音壁:GW(ｱ)50+(片面)GB-F(ｱ)12.5+12.5
　　(片面)GB-F(ｱ)12.5+12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

(片面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3
(片面)GB-R(ｱ)12.5+12.5

遮音壁:GW(ｱ)50+(片面)GB-S(ｱ)12.5+9.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3
 (片面)GB-R(ｱ)12.5+12.5

LGS(65)下地壁新設を示す　(※特記なき限りL-1とする)

※表層仕上:GB-F、GB-R、FK→EP塗

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[存置]

撤去建具を示す

改修建具を示す

既設建具を示す

L-A

L-B

RC 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁撤去を示す

(※特記無き限り、(ｱ)120とする)

WB

BB

NB

T
竪樋:ｶﾗｰVPφ100を示す

L-C

L-D

BB:黒板(W3400×H1200)
(3F:1箇所)

NB:掲示板(W1800×H1500)
(1F:1箇所)

LGS+(片面)GB-R(ｱ)9.0[ｱ含]

LGS+(両面)GB-F(ｱ)21+21[ｱ含]

LGS+(両面)GB-F(ｱ)15+15[ｱ含]

LGS+(両面)GB-F(ｱ)9+9[ｱ含]

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

室名札

L-※
LGS下地壁撤去を示す

WB:ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(W3400×H1200)
(5F:1箇所)

[撤去]

[撤去]

消

消B

屋内消火栓

床下点検口(600×600)

(1F:2箇所)

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)

凡例

凡例

改修前　4階平面図

改修後　4階平面図
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[※別途設備工事]

[※別途設備工事]
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★設備立ち上がり確認
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流し台[撤去]

樹脂製手摺[新設]

平場:高圧洗浄+屋外用防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(ｱ)2.5[新設]
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A1 1/100
A3 1/200

業務名称

株式会社

OGASAHARA Architects & Engineers

小笠原設計
図面番号

縮尺図面名称

･ ･･

工事名称

京 都 大 学 施 設 部

課

長

京都大学(南部)総合研究棟
(学内共同研究ｾﾝﾀｰ共同研究棟)改修(建築)設計業務

京都大学(南部)学内共同研究ｾﾝﾀｰ共同研究棟
改修その他工事

5階平面図（改修前・改修後）

防火区画ｷｰﾌﾟﾗﾝ

X0 X1 X2 X3 X5 X6 X7

Y1

Y0

Y2

Y3

X4

面積区画線（令112条1項）

竪穴区画線（令112条11項）

防火上主要な間仕切壁(令114条2項)
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[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

T

WB

消

+100

消B

竪樋:ｶﾗｰVPφ100を示す

工事範囲外を示す

ｻｲﾝA（案内板）

床レベルを示す
(特記なき限りFL=±0とする)

屋内消火栓

床下点検口(600×600)

(1F:2箇所)

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)

ｻｲﾝB（室名ｻｲﾝ:平付型）

ｻｲﾝC（ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ:平付型）

ｻｲﾝD（ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ:ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼）

WB:ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞﾊﾟﾈﾙ

点字ﾀｲﾙ、誘導ﾀｲﾙを示す(ｽﾃﾝﾚｽ鋲)

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

L-1

L-2

L-4

L-3

L-6

L-7

L-5

L-8

W-1

L-9

L-※

新設建具を示す

改修建具を示す

既設建具を示す

自立型間仕切壁:(片面)GB-R(ｱ)12.5+9.5
 (片面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

耐火1H壁:(両面)GB-F(ｱ)12.5+12.5

水廻りPS:(片面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

(両面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

(両面)GB-R(ｱ)12.5+12.5

ﾌｶｼ壁:(片面)GB-R(ｱ)12.5+9.5

遮音壁:GW(ｱ)50+(両面)GB-S(ｱ)12.5+9.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

耐火1H+遮音壁:GW(ｱ)50+(片面)GB-F(ｱ)12.5+12.5
　　(片面)GB-F(ｱ)12.5+12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

(片面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3
(片面)GB-R(ｱ)12.5+12.5

遮音壁:GW(ｱ)50+(片面)GB-S(ｱ)12.5+9.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3
 (片面)GB-R(ｱ)12.5+12.5

LGS(65)下地壁新設を示す　(※特記なき限りL-1とする)

※表層仕上:GB-F、GB-R、FK→EP塗

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[存置]

撤去建具を示す

改修建具を示す

既設建具を示す

L-A

L-B

RC 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁撤去を示す

(※特記無き限り、(ｱ)120とする)

WB

BB

NB

T
竪樋:ｶﾗｰVPφ100を示す

L-C

L-D

BB:黒板(W3400×H1200)
(3F:1箇所)

NB:掲示板(W1800×H1500)
(1F:1箇所)

LGS+(片面)GB-R(ｱ)9.0[ｱ含]

LGS+(両面)GB-F(ｱ)21+21[ｱ含]

LGS+(両面)GB-F(ｱ)15+15[ｱ含]

LGS+(両面)GB-F(ｱ)9+9[ｱ含]

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

室名札

L-※
LGS下地壁撤去を示す

WB:ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(W3400×H1200)
(5F:1箇所)

[撤去]

[撤去]

消

消B

屋内消火栓

床下点検口(600×600)

(1F:2箇所)

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)

凡例

凡例

改修前　5階平面図

改修後　5階平面図

[※別途設備工事]

[※別途設備工事]

消B消

SD
52PSEPS

TB
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SD
52

L-3 L-3 L-3 L-3

▽
延
焼
ﾗｲ
ﾝ(
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)

▽
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焼
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共同研究室

L
-
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TB
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LSD
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LSD
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LSD
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LSD
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15
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4
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６

流し台[撤去]

流し台[撤去]

L-A

L-A

L-A

L-1

L-1

L-A L-AL-AL-A L-A L-A L-A L-A

樹脂製手摺[新設]

平場:高圧洗浄+屋外用防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(ｱ)2.5[新設]
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A1 1/100
A3 1/200

業務名称

株式会社

OGASAHARA Architects & Engineers

小笠原設計
図面番号

縮尺図面名称

･ ･･

工事名称

京 都 大 学 施 設 部

課

長

京都大学(南部)総合研究棟
(学内共同研究ｾﾝﾀｰ共同研究棟)改修(建築)設計業務

京都大学(南部)学内共同研究ｾﾝﾀｰ共同研究棟
改修その他工事

屋根伏図（改修前・改修後）

Ｎ
Ｎ

Y1

Y0'

Y0

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

Y2

Y3

Y1

Y0'

Y0

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

Y2

Y3

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

T

WB

消

+100

消B

竪樋:ｶﾗｰVPφ100を示す

工事範囲外を示す

ｻｲﾝA（案内板）

床レベルを示す
(特記なき限りFL=±0とする)

屋内消火栓

床下点検口(600×600)

(1F:2箇所)

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)

ｻｲﾝB（室名ｻｲﾝ:平付型）

ｻｲﾝC（ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ:平付型）

ｻｲﾝD（ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ:ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼）

WB:ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞﾊﾟﾈﾙ

点字ﾀｲﾙ、誘導ﾀｲﾙを示す(ｽﾃﾝﾚｽ鋲)

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

[新設]

L-1

L-2

L-4

L-3

L-6

L-7

L-5

L-8

W-1

L-9

L-※

新設建具を示す

改修建具を示す

既設建具を示す

自立型間仕切壁:(片面)GB-R(ｱ)12.5+9.5
 (片面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

耐火1H壁:(両面)GB-F(ｱ)12.5+12.5

水廻りPS:(片面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

(両面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

(両面)GB-R(ｱ)12.5+12.5

ﾌｶｼ壁:(片面)GB-R(ｱ)12.5+9.5

遮音壁:GW(ｱ)50+(両面)GB-S(ｱ)12.5+9.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

耐火1H+遮音壁:GW(ｱ)50+(片面)GB-F(ｱ)12.5+12.5
　　(片面)GB-F(ｱ)12.5+12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3

(片面)GB-S(ｱ)12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3
(片面)GB-R(ｱ)12.5+12.5

遮音壁:GW(ｱ)50+(片面)GB-S(ｱ)12.5+9.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱ)3
 (片面)GB-R(ｱ)12.5+12.5

LGS(65)下地壁新設を示す　(※特記なき限りL-1とする)

※表層仕上:GB-F、GB-R、FK→EP塗

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[存置]

撤去建具を示す

改修建具を示す

既設建具を示す

L-A

L-B

RC 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁撤去を示す

(※特記無き限り、(ｱ)120とする)

WB

BB

NB

T
竪樋:ｶﾗｰVPφ100を示す

L-C

L-D

BB:黒板(W3400×H1200)
(3F:1箇所)

NB:掲示板(W1800×H1500)
(1F:1箇所)

LGS+(片面)GB-R(ｱ)9.0[ｱ含]

LGS+(両面)GB-F(ｱ)21+21[ｱ含]

LGS+(両面)GB-F(ｱ)15+15[ｱ含]

LGS+(両面)GB-F(ｱ)9+9[ｱ含]

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

室名札

L-※
LGS下地壁撤去を示す

WB:ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(W3400×H1200)
(5F:1箇所)

[撤去]

[撤去]

消

消B

屋内消火栓

床下点検口(600×600)

(1F:2箇所)

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)

凡例

凡例

改修前　屋根伏図

改修後　屋根伏図

[※別途設備工事]

[※別途設備工事]

７

屋根:(既鋼板面)下地処理+遮熱塗料[新設]

屋根:AL製亜鉛ﾒｯｷ鋼板瓦棒葺(ｱ)0.4[存置]
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京都大学(南部)学内共同研究ｾﾝﾀｰ共同研究棟
改修その他工事

A1 1/100
A3 1/200

業務名称

株式会社

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆  Ｅngineers

小笠原設計
図面番号

縮尺図面名称

・ ・・

工事名称

京 都 大 学 施 設 部

課

長

京都大学(南部)総合研究棟
(学内共同研究ｾﾝﾀｰ共同研究棟)改修(建築)設計業務

▼

ｼｰﾘﾝｸﾞ目地を示す(PS:25×10)

記号

A

B

C

D

E

部位

傾斜屋根

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ

外壁A

外壁B

仕上

ｱﾙﾐ製亜鉛ﾒｯｷ鋼板瓦棒葺(ｱ)0.4

凡例

せっ器質二丁掛ﾀｲﾙ

工事範囲外を示す

南立面図　 　1/100西立面図　　　1/100

北立面図　 　1/100

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

東立面図　　　1/100

仕上記号

F

G

H

I

J

部位

飾ﾏｽ

庇A

庇B

屋外階段A

屋外階段B

仕上

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

ﾚﾝｶﾞ舗装

記号 部位

K

L

M

花壇

手摺

目隠しﾙｰﾊﾞｰ

せっ器質二丁掛ﾀｲﾙ

ST製SOP塗

SUS製HL仕上

特記事項

[存置]

[存置]

[存置][存置]

[存置]

[存置]

[存置]

[存置]

[存置]竪樋 ｶﾗｰVPφ100

ｽﾁｰﾙ製ﾌｯｿ樹脂焼付塗装

SUS製HL仕上

※外壁面のﾂﾀは撤去すること

[撤去]

[撤去]

外部仕上

EE

EE

E

EEEE

M

C

代替進入口

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+外装薄塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+外装薄塗材EAL製笠木

[存置]

[存置]

立面図（改修前）

８
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京都大学(南部)学内共同研究ｾﾝﾀｰ共同研究棟
改修その他工事

A1 1/100
A3 1/200

業務名称

株式会社

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆  Ｅngineers

小笠原設計
図面番号

縮尺図面名称

・ ・・

工事名称

京 都 大 学 施 設 部

課

長

京都大学(南部)総合研究棟
(学内共同研究ｾﾝﾀｰ共同研究棟)改修(建築)設計業務

ｼｰﾘﾝｸﾞ目地を示す(PS:25×10)

記号

A

B

C

D

E

部位

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ

外壁A

外壁B

仕上

凡例

工事範囲外を示す

南立面図　 　1/100西立面図　　　1/100

北立面図　 　1/100東立面図　　　1/100

項目

浮き補修(ﾀｲﾙ面)

ひび割れ部補修(吹付面)

補修方法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

外壁下地補修ﾘｽﾄ(参考値)

数量(合計)

(㎡)

(ｍ)

7.5

15.0

仕上記号

F

G

H

I

J

部位

飾ﾏｽ

庇A

庇B

屋外階段A

屋外階段B

仕上 記号 部位

K

L

M

花壇

手摺

目隠しﾙｰﾊﾞｰ

[既設のまま][既設のまま]

[新設]

[新設]傾斜屋根

竪樋 ｶﾗｰVPφ100

(既吹付面)下地処理+下地調整材(C-1塗)+複層塗材E吹替

(既鋼板面)下地処理+遮熱塗料

(既ﾀｲﾙ面)高圧洗浄

高圧洗浄

高圧洗浄

(既ﾀｲﾙ面)高圧洗浄(既吹付面)下地処理+下地調整材(C-1塗)+複層塗材E吹替

※施工前に外壁調査を行うこと

[新設]

[新設]

外部仕上

DP塗替

――

EE

EE

E

EEEE

M

C

代替進入口:三角ｼｰﾙ

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼▼

▼

▼

▼

―

―

[既設のまま]

[既設のまま]

立面図（改修後）
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京都大学(南部)学内共同研究ｾﾝﾀｰ共同研究棟
改修その他工事

A1 1/50
A3 1/100

訂 正

業務名称

株式会社

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆  Ｅngineers

小笠原設計
図面番号

縮尺図面名称

・ ・・

工事名称

京 都 大 学 施 設 部

課

長

京都大学(南部)総合研究棟
(学内共同研究ｾﾝﾀｰ共同研究棟)改修(建築)設計業務

10
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1FL

GL

5FL

4FL

3FL

2FL

RFL

水上

電気室

ﾋﾟｯﾄ ﾋﾟｯﾄ

集密書庫

集密書庫

廊下

廊下

廊下

廊下
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207 205

307 305

409 407

508 506

図書閲覧室

研究員室 KRSEA編集室

共用室ｾﾐﾅｰ室

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ室 資料室
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Y2 Y3Y1Y0
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廊下 図書閲覧室

倉庫会議室A 会議室B

教員室

303

教員室
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404

教員室編集室

406

504506

共同研究室共同研究室
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材
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複
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材
E
吹
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廊下

断面詳細図（改修前・改修後）

改修後　断面詳細図改修前　断面詳細図

１０

平場:塩ﾋﾞ系ｼｰﾄ防水(ｱ)2.0

立上り:塩ﾋﾞ系ｼｰﾄ防水(ｱ)2.0

平場･立上り:塩ﾋﾞ系ｼｰﾄ防水(ｱ)2.0

壁:Co+EP

天井･梁型:Co+EP

壁:Co+EP

天井･梁型:Co+EP

壁･梁型:Co+EP

梁型:Co+EP

壁･梁型:Co+EP

梁型:Co+EP

屋根:AL製亜鉛ﾒｯｷ鋼板瓦棒葺(ｱ)0.4

笠木:ｶﾗｰｱﾙﾐ製(ｱ)2.0

笠木:ｱﾙﾐ製(ｱ)2.0

梁型:Co+EP

天井:LGS+GB-D(ｱ)9.0[撤去]

天井:LGS+GB-D(ｱ)9.0[撤去]

天井:LGS+GB-D(ｱ)9.0[撤去]天井:LGS+GB-D(ｱ)9.0[撤去]

天井:LGS+GB-D(ｱ)9.0[撤去]

天井:LGS+GB-D(ｱ)9.0[撤去]

天井:LGS+GB-D(ｱ)9.0[撤去]

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ[撤去]

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ[撤去]

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ[撤去]

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ[撤去]

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ[撤去]

壁:ﾛｯｸｳｰﾙ吸音材(ｱ)50+ｶﾞﾗｽｸﾛｽ[撤去]

天井･梁型:ﾛｯｸｳｰﾙ吸音材(ｱ)50+ｶﾞﾗｽｸﾛｽ[撤去]

梁型:Co+EP
ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ[撤去]壁:LGS+GB-F[耐火2][ｱ含]+EP[撤去]

壁:LGS+GB-F[耐火2][ｱ含]+EP[撤去]

壁:LGS+GB-F[耐火2][ｱ含]+EP[撤去]

壁:LGS+GB-F[耐火2][ｱ含]+EP[撤去]

床:TC(ｱ)6.5[撤去]

床:TC(ｱ)6.5[撤去]

床:VT(ｱ)2.0[ｱ含][撤去]

床:TC(ｱ)6.5[撤去]

床:VT(ｱ)2.0[ｱ含][撤去]

床:TC(ｱ)6.5[撤去] 床:TC(ｱ)6.5[撤去]

床:合成樹脂塗床[撤去]

平場:既設のまま

立上り:既設のまま

平場･立上り:既設のまま

笠木:既設まま

笠木:既設まま

天井:LGS+GB-D(ｱ)9.5[新設]

天井:LGS+GB-D(ｱ)9.5[新設]

天井:LGS+GB-D(ｱ)9.5[新設]

壁:(既Co面)+EP[新設]

幅木:VH(H=60)[新設]

幅木:VH(H=60)[新設]

幅木:VH(H=60)[新設]

梁型:(既Co面)+EP塗替

梁型:(既Co面)+EP塗替

梁型:(既Co面)+EP塗替

壁:(既Co面)+EP塗替

天井･梁型:(既Co面)+EP塗替

壁:(既Co面)+EP塗替

天井･梁型:(既Co面)+EP塗替

天井:LGS+GB-D(ｱ)9.5[新設]

幅木:VH(H=60)[新設]

幅木:VH(H=60)[新設]

幅木:VH(H=75)[撤去]

幅木:VH(H=75)[撤去]

幅木:VH(H=75)[撤去]

幅木:VH(H=75)[撤去]

幅木:VH(H=75)[撤去]

床:VT(ｱ)2.0[ｱ含][撤去]

床:VT(ｱ)2.0[ｱ含][撤去]

床:TC(ｱ)6.5[新設]

床:TC(ｱ)6.5[新設]床:TC(ｱ)6.5[新設]

床:TC(ｱ)6.5[新設] 床:TC(ｱ)6.5[新設]

床:TC(ｱ)6.5[新設]

床:VS(ｱ)2.0[新設]

床:TC(ｱ)6.5[新設]

外壁:せっ器質二丁掛ﾀｲﾙ 外壁:(既ﾀｲﾙ面)高圧洗浄

壁:LGS+GB-F[耐火3]+EP[新設]

壁:LGS+GB-F[耐火3]+EP[新設]

壁:LGS+GB-F[耐火3]+EP[新設]

壁:LGS+GB-F[耐火3]+EP[新設]

壁:LGS+GB-F[耐火3]+EP[新設]

壁:LGS+GB-F[耐火3]+EP[新設]

壁:LGS+GB-F[耐火3]+EP[新設]

壁:LGS+GB-F[耐火3]+EP[新設]

壁:LGS+GB-F[耐火3]+EP[新設]

床:VS(ｱ)2.0[新設]

床:VS(ｱ)2.0[新設]

床:VS(ｱ)2.0[新設]

床:VS(ｱ)2.0[新設]

床:VS(ｱ)2.0[新設]

天井:LGS+GB-D(ｱ)9.5[新設]

天井:LGS+GB-D(ｱ)9.5[新設]

天井:LGS+GB-D(ｱ)9.5[新設]

幅木:VH(H=60)[新設]
壁:(既Co面)+(GL工法)断熱材A+GB-R(ｱ)12.5+12.5+EP[新設]

壁:(既Co面)+(GL工法)断熱材A+GB-R(ｱ)12.5+12.5+EP[新設]

壁:(既Co面)+(GL工法)断熱材A+GB-R(ｱ)12.5+12.5+EP[新設]

壁:(既Co面)+(GL工法)断熱材A+GB-R(ｱ)12.5+12.5+EP[新設]

梁型:(既Co面)+EP塗替

梁型:(既Co面)+EP塗替

梁型:(既Co面)+EP塗替

幅木:VH(H=60)[新設]

壁:(既Co面)+(GL工法)断熱材A+GB-R(ｱ)12.5+12.5+EP[新設]

幅木:VH(H=60)[新設]

壁:(既Co面)+(GL工法)断熱材A+GB-R(ｱ)12.5+12.5+EP[新設]

幅木:VH(H=60)[新設]

壁:(既Co面)+(GL工法)断熱材A+GB-R(ｱ)12.5+12.5+EP[新設]

床:樹脂ﾀｲﾌﾟOAﾌﾛｱ(H=50)+TC(ｱ)6.5[新設]

床:VT(ｱ)2.0[ｱ含][撤去]

床:VT(ｱ)2.0[ｱ含][撤去]

床:VT(ｱ)2.0[ｱ含][撤去]

床:VT(ｱ)2.0[ｱ含][撤去]

床:TC(ｱ)6.5[撤去]

天井:LGS+GB-D(ｱ)9.5[新設]天井:LGS+GB-D(ｱ)9.5[新設]

幅木:VH(H=60)[新設]

壁:LGS+GB-R(ｱ)12.5+12.5+EP[新設]

床:TC(ｱ)6.5[新設]床:TC(ｱ)6.5[新設]

屋根:(既鋼板面)下地処理+遮熱塗料[新設]

壁:LGS+GB-F[耐火1][ｱ含]+EP[撤去]

壁:LGS+GB-F[耐火2][ｱ含]+EP[撤去]

壁:LGS+GB-F[耐火2][ｱ含]+EP[撤去]

壁:LGS+GB-F[耐火2][ｱ含]+EP[撤去]

壁:LGS+GB-F[耐火2][ｱ含]+EP[撤去]
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